
様式第５号（和解手続規程第９条関係）（表面）            （記載例④）  

 

あ っ せ ん 申 立 書  

 

  

紛  

争  

の  

当

事  

者  

 

申  

立  

人  

氏名（名称）  

住所（所在地）  

 Ｎ古屋商事株式会社 代表取締役 熱田 Ｒ夫  

（〒４６１－０１２３）  

 愛知県名古屋市〇〇区〇〇町１－２－３  

          電話 (０５２ )９９９－１１１１     

 

被  

申  

立  

人  

氏名（名称）  

 

住所（所在地）  

中 部 Ｊ 郎  

（〒４８６－７８９０）  

 愛知県春日井市〇〇町９－８－７  

           電話 (０５６８ )１１－９９９９     

申 立 の 趣 旨 
※あなたが希望する結論を書いて下さい。  

申立人は、被申立人に対して金△△△円の支払いを求める。  
  
 

 

申 立 の 理 由 

および証拠書類  

※申立の内容を説明して下さい。  

１．被申立人は、令和〇〇年４月１日から申立人に入社し、入社

以来営業課に所属し、営業職に従事している。  

２．被申立人は、令和〇〇年１１月２８日に社有車を使用して

顧客先Ａ社に行く途中、脇見運転により追突事故を起こし、社

有車を損壊させた。  

３．申立人の就業規則〇〇条には、「会社は、従業員が故意又は

重大な過失により会社に損失を与えた場合には、当該従業員

にその損害の一部を賠償させることができる」との定めがあ

る。  

４．上記就業規則の規定に基づき、社有車修理代金の一部とし

て金△△△円の支払を求める。  

 

証拠書類：給与台帳、出勤簿、就業規則、修理代金請求書  

 

  令和〇〇年５月２０日  

          申立人氏名（名称） Ｎ古屋商事株式会社          

 代表取締役 熱 田 Ｒ 夫 ㊞  

申立人代理人                   ㊞  

 

社労士会労働紛争解決センター愛知所長 殿  

 事件番号  受 付 印  受 理 印  受理扱者  

              



様式第５号（裏面）  

 

あっせんの申立てについて（記載説明）  

 

 あっせん申立書に記載すべき内容及び注意事項は、次のとおりです。  

 ①  申立人の氏名、住所等  

   紛争の当事者である申立人の氏名（名称）、住所（所在地）等を記載して下さい。 

 ②  被申立人の氏名、住所等  

   紛争の当事者である被申立人の氏名（名称）、住所（所在地）等を記載して下さい。 

 ③  申立の趣旨  

   紛争の解決のための相手方に対する請求内容をできる限り詳しく記載して下さい。 

 ④  申立ての理由および証拠方法  

   紛争の原因となった事項が発生した年月日及び当該事項が継続する行為である場合には最

後に行われた年月日、紛争に対する当事者双方の見解、これまでの交渉の状況等を詳しく記載

して下さい（所定の欄が不足するときは、別紙に記載して添付して下さい。）。また、証拠となる文

書等がありましたらそれを記載して下さい。 

 ⑥  申立人  

   紛争当事者の氏名（法人にあってはその名称）を記名押印又は自筆による署名のいずれかに

より記載して下さい。 

 ⑦  申立人代理人  

   請人代理人を選任した場合は、「代理人選任届」（様式第６号）を提出して下さい。 

 


